
FJ9 
k
l
え
回
る

ン
ま
一
切

メ
央
嚇

ュ
η
叶

二
千
向
山

崎
ザ
岬

和
デ
開

平
の
謝

、平舶のシンボルとして制作する平和e
ニ.，ントのタザインが閥陵慣検討要員会

〈情厳良閉会提)で、彫鋼家 村低運也さん

(-制度大釦鶴山市在住〉の「合.-大卵

ひより-Jく..， 位決まりました.

舶にゆかりのあ6彫刻制 1̂1>G闘を

第製したところ>.15Af1><o19.時間り、

遺暗の結果 この作品に決"たものです.

聞酬は市庁舎の冊で、悔恨のBにあ

たり平和金術念す，目でもあ，今年8月"日

に除俗，を行う予定です.

写和の噂さを訴え .の世代に引き‘いで

山山脚;"'i~Aかり酬を躯9

てまいりますのでごUl，jJic J;闘いし...

〈わし<<志向耐 ・H師団$11lJ)

~ 

定より

奈良大和、平和の也、を表現

「合掌~大和・lJよ 1)-J (仮題)
こ円作品".平和へ回折りを込めた合軍の

イメ - ~と、野仏o:>T'o)先に# ト ム〆ポが止， ぅ

ているのEかな凪圃から平副吾形象L、事且 l1li: 11 
^和、，.町む岳事とLて.現されたもので

す.

本体はプロンZ割で‘高書'"‘帽2同、

園行書I阜市.周囲に凪薗E石岳噴く干定で

す.

同 断.."'!i"!厨川崎慣司F問削市二耐..-7・?・1・030-1111 



。
，
土
司
d
b
r』
剛
刈
』
ロ
草
我
』

E

唱
E
-
E
E
F
E
T
a
F
P旬

IH-r--吉
田

d

コ

お
案
件
を
審
議
し
‘

2
1
6
1
H
き

l
!
l
l
p
f
 

マ凶予

aswa耐市
働
組
内
同

amw堂
書
帥
"
凶
A
d

肘
燭
tw

，
z.

1
3
j
i
 

泊
康
怠
品"
刷
会
計
補
正
予
.

i
i
i
 

業
費
特
別
会
計
樋
J
予
，

v

k
m
侵
条
例
の
-
噂
改
「
止

V
市

孝
人
民
縦
債
の
助
峰
に
闘
す
る

詰
の

-
g
d
v
E嘗

弔
慰
&奮
の
支
給
等
に
"
す
る
-

E
・4
4
z
i

宅

g
f
v
t

j
i
l
 

i
l闘
i
"の

附
q
r
L

マ
ra事前
nm判的

i
i
z
E
 

zzt闘す
る
街
え
の

鍋
組

nv市
符
作
宅
趨
納
家
賃

の

i
i
1
1

:
2
3
j
 

，
.
集
会
計
姻
7
止
ヰ
.
，

V
市
一

Eの
Rの
給
、
に
聞

E

条
例
の

-
帽
改
E
n
v市
‘

v
a

t
-
-
i
 

品

I
B
--46

拘

V
断
畠
聞
の
殿
"

開
館

E
人
側
自
著
自
の
候

補
行

i

1
1
i
 

-n巾
a
A
a
q
白
M
網

ιわ
た
噌

i
L
I
H
 

-

-

こ
の
aa
会
に
樋
幽
さ
れ
た
つ

Z
罪
量

F
t聖

t
u
a
E
E
f
 

先
・

E
g
i
2
2閉

会

t
f
i
l

l
i
p
-
4
 

i
iに闘す
る

緩
み
h
u
"
も
原
由
ど
旬
。
“

fELF-i
i
 

j
i
a
 

仰
戊
衡
の
杉
山
庄
内
V
同
防
法
人

人
紅

a
h配
念

η
a

・6自凶

の
$
・
・
針
自
の
鋼
管

R-
-2
a予峰
3
年
度
id-
-

i
v
f
e
 

度
e
巾

rrホ
温
事

-a・
官
民
"
別
会
一
計

崎
Ae手
軍

内

va予
暖
S
住専'降雨

作
で
断
・
・
賓
・
等
貸
付
・
"
“

会
計
縄
6
予
院
内
va予
峰

S釦
事

'
鹿
市
川

MA--傑瞬
拘
品
調
会
針

姐
司
i

川
予
・

nv
事

aa3-w'尾市

eA保
.
傾
倒
0
8巴喝，
e
事
ム
，

i
j
-

m
'
aaw
副
司
提
唱
止
手
負

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
た
め
の

緊

急

通

報

も
し
、
息
耐
似
ど
の
罵

a

，

'
M
M号
』
令
紅
一一
旬
、

こ
れ
時

E
aらし
BEE

t-君
主
の
一3

e'・
tmで
“
こ
の
よ
う
年
密

入
が
少
し
で
も
安

tE

ン

ム

ス
ア

常
生
市
血
管
禽
め
る
よ
う
に
竃
急

!
?
 

ae--
こ

f
i
u
R
R

j
;
i
 

後
腫
内

aの
竃
底
取
委
'
B
FL、

員
員

Z
S
E
7

ダ

υ
'
h
p
@
a
m
'
v
e
-
w醤
ぱ

事
舗

Z
納
um.，
.
の
繁
怠
a'Z帽

セ
シ
タ
に
円
晶

ma酒
副
補
す
る
・
6

ELE--
t
i
 

に

利

m，
仰
の
近
周
句
協
均
鴎

[軍急通報νステム]

11. .腎出制セけ-
i! 

《
ポ
，

v'
a7
e
?
〕
に
追
随
M
F

t
l
f
i
 

-
-
iとい

う
も
の
で
す
・E-
f
j
t
 

aで』
品

，

t
t

u
-
-〈
H
t・

-"a
i
s
-

@
人
で

t
j
Eが
め
る

uど
日
需

4係
会
R
hむ
う
え
で

Eiiでひ

と

2
8し
の
人

E
U老

人
の

2
2
1
1も虚

弱

は

~

・
・・
方
az

返
幽
問
め
知
人

s

t
l
i
L
Z
 

唱

dFan-号
令
切
苛

i
f
-
-

繍
曹
に
@
前
町
分
続
仰
検
臓
を

p
i
i
e
 

j
i
l
t
 

i
i
 

す
る

S
2
2得
一号

単
え
で
市
役
Em--附
畠
膏
価

値
僅
.
.
 

亨
咽
保
高
型

E
-

-

2
1
1
1
1
ご
直

し
て
〈
だ
き
い
・
山
中
間
禽
の
内

寄
金
調
脅
し
問
主
主

i
・
1
1
2
2
 

;
!
i
 

豆
町
拘
鋼
聞
総
信
栃
の
人

ua

a
T
Z
t
i
1
 

4
1
1・

， 



競
争
入
札
指
名

L、
(平
成
4
年
度
)

受
付
期
間
は

2
月
日
日

l
m日

s
f
u市
市
ム
ホ
通
局
が
党
注

1
罪の

E
z
i
a

i
iのT

f
Z
1
2品
品

い

2
E
E
Zれ
ぞ
れ

鑓
出
し
て
く

E
い
・

宙
開
明
2
日

日

中

2
月

mnω
〈

m臼
と
日
曜
日

会
除
ノ、v
の
守
前
9
崎
、
午
後

R
4
2
2
3
 

0
復
出
場
所

?
?
f

市
役
所
北
側
5
院
看
町
疎
・
越

i
j
u
 

s
t
?聖
書
毒

進

E
m
E
H一
日
拠
出

i
t
U
2
1
2
 

i
に

i
t
i

サ
骨
量
し
て
お
い
て
〈
だ

F

、.
E
L
 

〈
物
件
供
桔
聞
樺
〉

i
-自
の
胃
入

れ
等
級
争
入
札

宮

様

2
.，

加
申
姐
m
S

②
牢
眼
・
年
度
物

件

8
4
7
;

積
り
》
，
加
剛

m
m穆
⑧

使

用
印
健
福
⑨
委
径
状

A
Mと

i
s人
lE

E
i
!
?
1
 

1
2
3
E脅

ー

に

閑

し

、

官

号

の
必
耐
震
忽
葉
信
】
⑧
鞠
怖
の

白
人
れ
苓
舗
苧
人
札
〔
ね
鎖
。
v

，
畑
山
即
鱒
妥
繭
曾
@

【志
付
・
傾
】
伶
以
則
鑑
証
明
栴

⑧
品
開
業
登
記
錫
・
ぷ
《
絵
人
V

2
5
4
m富
男

お

よ
び
畿
働
省

E
U
L
i証

す
る
書
一
面
《
銅
人
》
⑩
餓
脱

E
a富山
空
間
1

起

の

も

の

で

白

書

l

i
!
i
z
 

磁

そ

の

他

品

MUVT

iiP4ど。

【

ZE
i
軍

事
千
年
1
M
1
日

後

に

置
明
さ
れ
ム
に
も
の
@
⑨
、
⑨
お

よ
び
⑩

2vtせ

書
舗
を
釘
亙
す
る
場
合
が
る

る
の
で
目
印

F
B自

主

書

の

こ

と

ゆ

?

は
番
付
審
却
の
配
観
事
繍
に
金

更
が
あ
ラ
允
と
き
叫
す
ぐ
ト
届

け
出
て
く
M

た
さ
い
・

包
む
附
年
に
ゆ
幽
百
回
初
み
で

あ
今
て
も
、

2
4
Eに
つ

い
で

U
S
3等
分
納
量

明
禽
1
過
を
山
中
前
期
間
内
に
必

ず
縄
附
し
て
〈
ぽ
さ
い
書

Z
い

場

立

霊

平

成

4

2
の

2
2い
も
の
と

し
て

Z
2し
ま
す

【問
い
合
わ

e
M市
役
所
鐘育財

-m
へ・

〈
理
担
工
事
問
樺
〉

【射
象
者
】
仰
震
工
事
字
本

塁

壁

Z
T
g
v

a
i
f
i
 

:

等

に

つ

ti入札

に
苦
し
よ
う
と
す
る
令

【
賓
織
】

①
平
成

a年
同
月
1

1
E
5
2
A
 

可
灘
府
で
あ
る
こ
と
.

l
iによる

2
を
ー

;
!
i

E
書

官

E書

E
1
1
1
4
u
z
 

q
 
以
上
の
実
行
で
祭
車

m

z
f
E
?い

も
の
・
【鑑山

E'a・M
川
市
内
-R8
・

者

-2
2
8
2に

相
ず
る
〕
②
極
付
脅
知
《
凶
限

量

出

し

k
e
m
z
aに
つ

E
も
の
主
え
る
こ
と
V
E

@
納
税
舵
艦
船
別
留
(市
民
視
法

人

の

習

ufi

③
纏

&
-
E遍
・
a
軍
兵
訴
事
案
加

入
幽
胃
戸
何
世

E
E
@

監
事

2
2
・5

@
3
1
2型

《
均
一
}
@
即
値
証
明

'm原

点、

書

円

か

;
1以
内

の
も
の
》
ぬ
謡
人
の
場
合
の

i
1
5・

叩副局
盆
お
よ
び
-
R
E
コ
ン
ザ
ル

タ

ン

占

S
E術空
様

式
《
渇
殴
2

J

ザ
ル

-
y
y
ト

i
;慣ヨ
ン
:
タ

ン

ト

の

急

車

t
z

総
門
を
明
記
し
書
駆

2刊

を
お
付
す
る
こ
と
》
②
鰭
投

青
島

i
e
s

飢
@
刷
物
品
供
鎗

amエ
・
・
聞
き

・局者一
j

①
曲
中
前
曾
⑨
取
録
品

目一

E
③

年

問

自

里

高

観

告

書

納

入

先

i

i

i

E

 

i、
1
2
2

苓
の
わ
か
る
密
閉
⑨
也
扱
象

i
iに噂
じ
た
号

【

ZZ自
】
山
内
定
布

川
平
成
‘

5
年
度

AM内
ι

i
にま

Z
E

E
l
i
-

【そ
の
健
日
資
額
は
ひ
も
綴
じ

院

名

雨

空

路
二

I
S

一
力
円
マ
清
ゐ
土
筆
〔
大
柳

生
町
ν
7
h
一
千
関
白
八

AYAハ

門

マ

里

高

日

ゴ

ル

ヲ

コ

ン

ペ

三

品

E
Z

2
2
2
h
r
E
t
 

h
門

Z
S《品

十
力
円

E
Z之
盃

2
2一γ白
v
f
i
ハ自

i
j
h
 

・

5協
議
会
内
千
円
マ

院

名

目

点

町

一

r目

玉
門
マ
宮
公
民
館
内
主

グ

ル

ー

プ

告

会

九

品

マ
個
別
ぺ

9
1
リ
ピ
ン
グ
糸
良

宮
町

V
-
1
-
R

ま
た
は

1
1縦
じ
に
す
る

こ
と
・
【飼
い
合
わ
ぜ
】合
mam
所
豆
沼

畏
へ〈

水
道
局
間
保
〉

内側
録
者
】
市
ホ
温
M
am
段
L

T
Zお
よ
び

E
;

ル
タ
ン
ト
苓
忽
り

σに
物
件
供

給
采
草
に
つ
い
て

T

E
Zし
よ
う

3
1

【
喜
凶

器

面

目

白

u
・
【復
幽
・
am】
①
市
内
建
設
業

vzzttvn 

納
品
マ
伊
点

ε怯
《
集
画
室

町

)
i
v
i，イ

オ
ン
ズ
タ
ラ
プ
議
い
す

v

g
f
ノ
シ
蔽
K
限
定
末
広
〈
句
、
来

開

1
U
V
二
千
八
百
九
十
阿
円

V
J
t
A
2ヶ
E
4

一一
平
川
マ
広

m
h
a

町
V

干
凶
マ
片

E人

i
i
 

同微
を
寄
付
】
W
M遁
危
地
民
自

治

遭

喜

一

i
v

sasstT 

U
)
磁
時
計
マ
岡
村
伸
酌
骨

量
庄
町
子

u
;万円

z
t
E
;
 

v
E
l
i
 

-
i
i
 

白
h
川

布
前
記
健
役
仁官事
関
係
と
同

じ
禽
Mm

⑧
置
お
よ
び

2
2
i

A
7

〆
ト
業
符
等
前
配
健
m
a
i

t
-司

⑧
粉
体
験
飴
寮
針
i;;
前
記
糊
凶
作

供
飴
関
係
と
同
じ

wuτ

【そ
の
他
】
実
則
隠
ひ
も
副

u

ir--じに
す
る

」ル

・

【問
い
合
わ
営
M

市
取
温
局
盗

塁〈
Z

5
2
0
0
V

へ・

3 



l 問所聞か11111刊干剛一一 品FR司
パ
ト
タ
イ
ム
保
母
さ
ん

を
募
集
し
志
す

i
g乳幼
児

a

f
Eす
る
た
め
の
自
を

宮

1
に

Z
L
E図

資
格

高
校
犠
飛
以
上
で
同

銀
茸
で
の
削
除
母
賢
給
取
得
柑

マ
勤
務
"
問

:
1
日
4
他時
間
以

内

VE5
時
間
給
蜘
司

!
i
f
 

交
通
機
関
調
動

mM只
利
用
の

場
合
日
捌
劃
門
限
内
の
額
マ

申
し
込
み
市
販
の

Eに

写
禽
と
保
母
興
愉
取
得
U
E

明
慢

の

η
主
毛
布
署

z

i
7
7
i
 

へ

生1

奈良市職員募集

生
ご
み
た
い
肥
化
容
器

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉

1
i
f苦

し
で

t
Tと
理
主

ご
る
た
い

R
E
夜間

m
M燐
知
L
V
の
晴
人
助
峨
走
行
ヲ

で
い

5
・
i
iか

は
が
舎
で
-
R
源
対
鰻
腺

{字
削

ι
ZIg
-曾

?
0

0

⑩

8
0
1
8
》
へ
山
申
し
込

ん
で
〈
だ
さ
い
・
後
日
、
動
成

金
受

2
2
2す
の
で

こ
の
q
司
券
会
拘
噌
て
ド
必
の

i
h
-
-み

eLit・
i
u

鴎
入
価
僚
の
2
分
の

1
で

m

の
鴎
入
に
助
成

z
t
H
i
z
 

円
、
健
舗
が
が
t
万
円
・

地

峨

で

の

資

調

回

収

に
助
成
金

E
〔

Z

E
ダ
ン

ボ
ー
ル
飯

)
2
2
3

5
の

3
5
1

同
以
上
行
司
て
い
る
自
治
会

i
i
E金を
交
付

し
て
い
ま
す
・
蓄
し
よ
う
と

す
る
同
体

u，
舗
に

G
Mし
τ

〈
だ
さ
い

F
E
M
E

量
し
で
い
る
問

tzに

gし
て
く
ど
さ
い
・
問
い
合

わ
信
ほ
賛
意
対
値
商
標
(
曾
⑪

9

相暗拍子団員削幅..闘の即日I.-t1".
加盟加1叩叫 I"24川柳川酬
制帽舶用岨曲全〈・3・・ 10 6)へ1'.'1，1.-て
<，，~ぃ
。嗣醐刊人民

H・a・1名 州 ...帥・国
.'.-，，""ル，，-1 r. 
。.・"随愉
柿への過蜘苛町、...絡昼間歯科配柑

町臨写り""晴に生まれ吋
I:r!L 吋暗号のーっ岨きうする."受・.-e@tぜん
l輔 副捕鯨帽.
印刷k哨に酎られその制Z柑同打、 H

低ぞ@・.""''''H''/;制作."崎信
3日椙酷奪出刊下に闘し企醐帽抑制す
日同盟内回刊釦叫.醐仏 t1:1: 
』れに細入Lた省

。保晴帥

輔 1次幽
i JIl neq.tr-. 9…。時聞にiIi~l'I:<Vl'校
で凶

lb!!lI 21¥‘一…示日ともに$
人同組処はす.

輔開醐
2月中旬、画..ζよ.口進.験，体fl1'''t布告行いま
す・Ji!:.!I1i.2月下旬
。.・..，

l脚回叫1月"回一……
盆咽州叫す.醐帖.'.11::1:1 /Jl611叫市岬
町酎闘問問貝舎で債はす.閉山
叩蜘醐叫【定問削間町

田入:!f;IM.，.時間……・，-. 
厳闘"'耐'0嶋崎断1".;r;:31>月酬に蝉
したもの川1弘酬による帖醐哨制叫醐
...l;.:.'>I:， ~明....Il.<t'"配いずれ同門
(旋盤で..の・4削@旬l'HJ;tHt.:‘信矧剣簡を開封
して〈どさい.

..て釦

刺市二魚崎浦トnJ1 -1 開制御"l'l，!illt
問岨人間制帽径叩閉会

受験申L込みは24日まで

-・周野町-"

9
0
0
⑪

8
0
1
8〕
ヘ
ー

交
逼
安
全
の
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
募
.

側
全
日
必
交
泊
「
支
令
凶
の
が

交

l
i
f
t

'
「
交
通
長
ム
7

4

ス
タ

a7
47

i
s
T
5・

【

R
M①
著
書

(1

2
Eに
対
す
る
も
の
②

書
符

n
E判
官

に

射

す

tの
⑧

ζ
と
も
か
ち
の

第
集【応
募
資
格
】
①
②

U
A修
生

以

t
の
入
⑧
小

中
乍
生

E
2
8
2判

(
叫

X
明
圃
V

の
タ
字
型
⑧

B
3創
刊
内
刷
×
山
叩
圃
】
ま
ムに
は

岡
ゾ
切
り
角
川
u
a
R
醐
V
A

酬
圃
)

7
'
i
n内

【ス
ロ
ガ
ン
】
①
L
P
γ
Lめ

て
ベ
ベ
ル
ト
を
し
め
て
銭
安

し
め
て

T
E士
f

と
び
っ
〈
危
険
⑧
は
し
り

包
い
!
ぽ
〈

Aus・
う
に
M

と
ま
れ
佳
い
・

楽
以
上
旬

;
1f
を
昭
文

2
1れ
る
こ
と
.

E
聖
2
2
自
民

門
名
、

詰

氏

名

員

聖
書
百
三
小
巾
令

官
喜
名
草
学
2

4
i
s
f
 

t

宮
灘
高
J
i
i

H
1
26
i
 

支
化
事

-m・「
受
逼
安
全
ポ
ス

タ

』
係

《字
削
臼
康
政
鶴

子
代
制
区
一
ツ

al
ti--

8
0
3
3
2
1
2
0
t
8
 

8
〕へ
・

4急

." 



市
水
道
給
水
エ
・
公
包

-m者
の
続
姻
標
期
慨
を

i
;
 

Z
T
E
a
E
n-

-
u
A健
司

誠

244siに
受

け
付
げ
ま
す
時
聞
は

2
9

時一

S
午
後
4
U吋
《

t
rし
土
曜

日
は
正
午
ま
で
)
・
公
uztr
受

1
2
1人
は
っ
き
の
香

"
を
*
道
局
給
水
侮
給
水
旗

第10回記念市展「なら」

を募集出品作品

《
抄
2

・
争
町
二
六
四

一

g

j
へ
侵
出
し
て
〈

だ
き
い
・

【纏山
図
書

E
mxmm'⑧
身

元
保
U
E

寄
⑨
嘗
約
書
@
事
会
期
un

E
霊
草

EUWE
明富

聞
広
証
明
智
③
薪
釘
健
縫
器
同

調
書
宵
⑧
*
・
従
業

U
名
鱒
⑧
文

i
u
t
E
i
 

本
山
師
か
り
の
毒
伍
状
⑩
丞
人
に

つ
い
て
は

2
2
t

j

j

 
閥
、

i
必
貸

に

管
理

E
富

山
を
求
め
る
こ
L

と
が
あ
り
ま
す

戸
山
中
破
曾
1

身

疋
保
証
曾
、
留

1
3備え
付
げ
の

附
警
官
し
て
ん
さ
と
・

企
を
け
的
と
し
た
制
度
で

u

t
t
で
い
る
鈴
鹿
か

品

宮

で
の
人
は
す
べ
て
卸
会

aa'づ
け
り
れ
て
い
ま
す

mE
ょの

1
1

昨
年

3nif-

-
ま
し
た

未
加
入
の
人
が

α
Zに
け
が
や
盟

2
で

陣

1
2
2堅
持
害

毒

年
金
を
受

2
2
t

E
j
i
 

支
給
に
は
羽
蟻
か
ら

ω
@
ま
で

初
値
観
に
な
れ
ば

園
民
年
金
に
加
入
を

問

ki
uす
べ
て
の
盟

に
ま

の

器

保
障

面

Z

E
E
-の
員

会
行
う
こ

附以上州酬で臨 00"，唱える喝の"酬11700，A: ~ l叫

岡市で"市民時術文ft!O討する岨咽凶酬悩a岡崎敏晴加問
一文化闘':iS!ll"tJ.~<:， ~I~~，o!;. rt."J明会U .
会蜘 3JllSfl-2HJで胡叫公抽出条町です.
師でき山1劇 ょの人で叩閣 のもの【間内叩ば唯

一中山町8:1.T.山 酬 "帆…つぎの劃です.
。出品鵬

・・目.園

内

・.・ W'問団"以内で副 .OO'H-臥，場合"・111111"" aaol嗣刷
U 闘.，.ムホール'"'・叫畑)仙

.明 ……….，出均以内.

山 町山町制.~酬とし叫叫帥畑町".
-…・"叫内【帆桝 1'::，~"ずる も叫刷H>
時 ILlli'刊誌が編刷、剛.-酬と L 帽~t t.;!j醐.

同実 ヱ聞か旬蛸H とし刷11:'.1-'*'岨..'1.':剛つ川社、仕
山寸叫，..酬.-以凡

前 回噴

砂酬 L刊 hもの眠時っ制岨日叫制 Mi!酎岨とするも
日 l火向い制 闘 し付いもの刊叫と魁われるも<1)IBtlH!
"t th¥" 

~*8' 作品の叫 劇'" I~ I 山 一，一 {奥行15Oco"Aさ210a0"An蜘剖
.使刷で.倍、1繍合があります

・・餐梅に合わ'>1'ものは受げ付".ぜん.

時舗の酌IH" l: I~刷、で刊引げ川州恥
@侵入

" 3)1 13 1 1 '1~H市1崎-nl ~ 崎.
....HI嗣州公民・， • O陶
・その値咽，.111<8に幽品 .へのめて白 聴したもの制対H 冊目
持.<，，;!O¥>(衝'i>Uも己".
酬明開白川

2事山崎醐 l帥 叫 1町 長賞1間沼会問l仰向

悶 1山制日 Ir，，'il!山内
嶋崎欄質問叩 細川船します.t 1::，闘 とも凶作
品が削指舶は軒・，えよいことがあ叫す〉

。伺い倉b.宝 前首酬文化属、

の
加
入
自
が
必
毘

で

君

τ加
入
し
た
人
切
そ
の

自

分

の
作
金
が
減
額
さ
れ
る
と
い
う

自

燃

が
あ
り
ま
し
た
こ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に

E3

年
4
月
1
Hか
ら

mma以
i
の

2も
加
入

1
よ
う
に

2

ま
し
た
・

加
入
宇
健
aeが
前
ん
で
い
u

u
t
Eに
巾
耳
目

年
金
銀
か
各
附
刷
機
所
進
絡
所

主

け
で
手
続

t
q
T

f
u
L
Lく
は
布

署

掴
民
年
金
製
へ
・

確
定
申
告
脱
明
会

平
成
3
M亭
度
分
局
側
齢慌
の
信

自
打
線
明
会
主
の
と

f

聞

f
t自
の

E
a

や
申
告
衡
の
符

3
2につ

も
て

a
t
罰
f
干

の
で
ぜ
ひ
米
?

だ

き

t
.

STj
i
--

附

T
A
--車
中

央
公
民
館

E
き
マ

問
い
合
わ
ぜ

'ma機
構
.

(
曾
舗

1
2
0
1
〕
'
・

未
組
織
労
働
者
に

労
骨
簡
保
鉦
で
融
資

首
脳
S
Uい
員

五

広
で
働
い
て
い
る
人

審
た
労

働
組
合
が
き
て

tの
型

車

3に
加
入
し
て
い
包

-
場
面
U
て
い

i
M

告

T
L
E主
主

副
職
労
・
符
山
川
智
m
a
'

協
会
の
保
M
E

で例
制
労
働
A

，mか

iに
告
が
愛
"
ら
れ
ま

す
・
生
活
住
宅
回

t
ン
脂
質

zt人
予

君

主

T
2
0
1
L
n助

a

人

2

1
;

t

L
制
度
も

あ
り
企

ge--
E
Z
T
u
tに

在

意

で

同

B
E

z
t
-
t
z-

iの
内
?

必
の
と
お
り
で
す
・

曲四慌
の
制
緩
川
県
勿
・
金
庫

本
信

《西
広
込
町

E
働
5
1

1
1〕

問
い

2
1
・"

働
者
個
鯛
盆
金
也
会

(丙
U
A
L
江

町

g
@
7
1
1
1
v

.

る
と
き

5 



県
民
税
(第

4
闇
分
)の
納
聞
で
す

と

し

て

埋

ま

E
R以
外

か

i
E
(す
2
2

と

L
i
E
;

ole--れ以
外

か
り
首
位
宅
に

Z
L
G

O
移
住
宅
か
り
自
作
否
定

Z
Z
H長
史
し
た
時

。
廷
闘
慣
が
誠
失
し
た
と

S

〈

Z
E
z
ev

開
定
礎
，
m悦
凶
土
地
家
M

の
ほ
か
償
却

Eに
品

侵

さ

れ
て
い
e
窓
会
'
・
市
内
で
彩
業
を

符
ん
で

L
fで

E
4等

1
1
5
2
i
 

ι
宇
品
辞
書
官
有

品
E露
で

す

J
2

剛
U
I
H川
幻
自
で
す
・

E
n
躍の

1
2は

i
iヘ・

0
1
月
時
日
i
引
日
は
、
市
・

l 市控所副一川崎市斗判明一 立ヨ

E
4空
間
高
同

i
i
i
 

開
駅
L
再
貨
旭
化
し
よ
ろ
と
す

る
業
布
市
内
に
民

Eは

Z
所
耳
事
あ
き
L

と〕

で
無
間
資
顧
川
収
助
成
金
交

付

E
z
a喜
則
す
る

f
、断たに同制度高槻

す
る
業

E
、

2
2
f

p舗
を
し
て

A
E

i

F
A
IN中

旭
日

ω(第
2

4
土
由
曙
日
と

H

官
会
除
〈
》

va

--sm
i;;環
塊
4
包
実
事
怠
偲

R
a

対
簸
甥
《
庄
内
勝
五

I
H一

回

⑪

9
9
0
0
@
8
0
1
8
v
 

v・
幽
・
顕

ι@
・・鎗眼
目
賢
輔

回
収
書
事
稀

eu剛
山
中
輸
省
②
証明

干
R
E
i
s

鴨
吋
鉱
業
を
せ
て
い
る
N

め

a'衆
証
明
・
関
等

一
般
廃
棄
物
処
理
業

な
ど
の
許
可
申
情
を

一
般
醜

Fa・
処
滝
農
の

d4

4
年
度
評

1
?
1

占
日
に
受
け
付
け

5
・
徒

出

先

問

い

2
52高

!

?
OL】ヘ・

2】
2
3ゆ
捕
時
に

;
月
以

h自
に
住
所
(
法

人

u
g
-
-
2
1

話
器

v
Zし
、
か
つ

引

a
z
E
E
Zサ

ー
で
巾
翌
日
ゅ
Z

を

2
1入園

【歯
車
"
・
鏑
】
①
申
舗
曾
②
世
帯

業
績
脅
③
作
.
震
計
両
調
書
⑥
任

E
E在
人
は
主
主

配

備
得

mk争
V

⑨
曜
版
奮
《
虚
人

i
sとE
V⑤

剛
警
の
即
鑑
証
量
入
信

代
必
お
の
も
の
】
⑨
従
業

U
れ

鯵
⑦
処
置
継
投
処
分
組
陵

E
、
容
器
、
!

ど
の
ゆ

置

と

2
2
E

⑧
そ
の
他
巾
日
伎
が
必
援
と
包
め

る
脅
鎖1
1
3の許

可
主
"
ょ
う
と
す

f
u

iに
tif

f
H
f
m
H
aへ
鑓
幽

し
で
く
だ
さ
い

ー
書
官

H
E
hリ

iif--

住

e
用
地
異
動
と

償
却
資
産
の
申
告
を

八
位
宅
用
値
砲
の
異
動由

mev

i-にか
か
る

E
g

は

『作
包
川
地
」
と

『
ぞ
れ
以

外
(
穿
伐
宅
問
婚
と
に
分
ゆ
り

て
製
慢
さ
れ
ま
す
・

t
?
J
E
s
t
 

う

に

土

増

員

削

誌

を

草

さ
れ
た
と
き
は

『
代
宅
用
地

富市

2
2
1
2
2

で
h
h

鍵
出
L
で
〈
だ
さ
い
・

O
併
川
作
宅
内
住
宅
縁
庇
舗
噂

i
zへの醸
し

温
み
隠
往
復
協
が
き
に
被
禽

8
i
健
所
氏
名
!
隼
齢
(
字

毎
v
・
語
面
容
を
・
い
て
締
め

切
り

8
4ま
で
に
必
・
で
同
ゆ
が

;
E
i多

い
'
S
M憾
納
語
。
安
調
潤
隙
ネ

聾
白
"
制
鴨
川
ゆ
自
己
負
鐙
1

西
田
公
民
館

It
E
I
--周

司‘
"“
0
1
0
1

f
i
S
 

2M7ML3522 

金
曜
日
々
後

1時頃
13時
手
@

ー
納
付
に
は
便
別
伝
口
座
握
曹
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

D

|史蹄宜化センター催し案内 E
こども@心に貧しい.を.くる"M
( <角笛シルエッ卜劇場>) 

演

赤ずきん

上

やさ Lぃ
ライオン

つのぷえの

うた

7M
マ
定
員

婦
人
加
入

マ
鋤
め
切
り

1
川
釘
目

料
理
と
絹
子
作
り
・
慎
重

と

き

2
H
E
i
g
uの

i
i
;
 

後
l
時・

8
闘
マ
定
員
i
・

人
話
人
マ
鎌
め
切
リ
T
1月

幻
自芳
賓
集
幽
明
刻

-m慶
「
E
白
文
と

E

4
2月m
R
t

3
川
幻
自
の
毎
濁
十
・
日
午
前

HSH早
・5
同

E

民

成

人
目前人

マ
縄
め
切
uv

I
H羽
目7プ
ロ

2
4
2

品?""と
%vmH

T
H司
E
量
す
時

T
H字
、
午
後
の

f
I

時

vl3時
F

V
定
員

i
%

軍

人

加

入

マ

E
T

-
川
羽
町
内
午
前
L
C
午
後
の
別

品
紀
の
こ
主

南
部
公
民
瞳

，
.
鈴
鹿
町
二
九
1

一

司

g
'
U
5
9
3
3

2
1
8
1
m
 

i自の
i

E
草
S
E
t
s同

i

i

;
E
 

・
i
I
M約
千
円
マ
・
め
切

り

1
川
吻
円

平
減
公
民

E

'e倹
福
町
一
園
《
八

I

‘
包

刊

3

5
守

8

東
大
寺
.
ニ
金

-m'現
金
と

S
2
7日軍
?
時
半

入場料800円
ほど?2fJJ)

3月15日(日)
1回目 11時かb
2回目 2時から

〈醐り) ，月掴付ら時文化センタ一時

.ちセノタ 君館.a商幽盗F持.

.化捕で回予刷1同 日時
受・変化センタ ，-. 悌20"-. 

6 

主催・奈良市文化銀関センター

か
h
q

マ
定
員

成
人

ω人

i

t

i
i
 

司
一
本
砲
兵
マ
a
申
し
込
み

増

衝
で

27HaEM雌へ
・

m立
小
@
高
値
"
学
綬

図
面
工
作
提
訴
停

a
m

と
き

?2H1日同
止
午
i
y

S
4
V
2臼
刷
午
前
9

U
時

t
ケ
食
4
時
下
、
3
日
側
守

備

4
1午
後

品

Z
こ

?

を

化
セ
ンターマ

E
E
注
高
い
た

飴
幽
版
画
、
工
作
包
ど
約
醐

宮
里

V
R
Z
宮

市
俊

Em指
場
幅
四
へ
・



閣官時己市世間官制ーII1II刊 号醐土問 備""箇-，

揖
含
福
祉
セ
ン
タ
ー

荷
主

B
E
E
-
-
ー-

'ma
i
 

lzi
 

‘
.
圃
・・
何
個
備
会
・
と

・・
7
一
関
属
人

A
q
u
u
s
"
2
H闘

午
前
川
崎
、
午
後
S
筒、

nu慎

入
金

U
2
M
'
u
-
T倒
的
臨
時

t
，
午
後
唱
。
時
マ

-za
珂
鍾

日

j
!

・
閉
し
過
泌

U
が
き
に
伶
頑

氏
名
、
年
也
、

-d函(フ
，
，

Z
耳

障

害

の

Z企
程

度
、
，
加
帽

H
A
M開
方
で
も
一
川
J
、

mhHe
-置
い
て
、
ー
"
お
H
S

E
T
i--

叫・

tuつ量匪
E
企

8

2
品
目
録
H
A

n
n
e悠
H
の
守
・
"
が

t

3
附
事

マ

-za
ー£一
身
障
有

働
時
人
マ
内
事
宇

{・肝穐
山側

マ

E
t
iの

R
i
v
-
L
2
 

2
1
2
2
2
 

‘
訴
祷
り
、
陣
替
の
縄
刷
と
包

聖
書
い
て

I
2
2で

に

T
i--
t

西
部
図
書
館

!
1
・
橿
酎
町

一
l

一

町

E
e
d
q
s
e
e
-

成
人
文
.
事
情
漬
金
と

--a
・

と

eTat-i

制民工嶋舗十，... ピールn舗の見学会です.比?
を温しで備のλ切さ 使い術てのうイ ヲス"ルHLti

ι、'曜雌のi，納刷局企.，ザイタルの.要..より用解 L
てもらnうと.のよ令に実・します.

8

?止
干

iu

m
H
a
zで
マ

定
員
i
M
W人

i

1
1a
i
t
 

z

m

M

E

-

-
マ

『
釘
た
色
の
納
町
仲
」

マ
・
し

2
1
2け
ま
で
に

E

i
;
i
 

司

2
1
3れ

;
f
p
t
 

‘.
 

園

--m怖舗
の
お
知
ら
ぜ

;
i
q
 

m奮
の
量
の
た
め

2

品

H
側、
n
n
ω
u休
鎗
し
掌
寸
・

1
2
2尚

s

m
'
Mも
2
nは
週
係
し
‘
ぜ
・

2月18臼盆午書nsa警〈市役'"・-陸
.".8)-午後8略解調院予定
ビール工場 (茨木市〉 凶予エ.

〈尾嶋市】 製仮工・ 《尼崎市〉

1閣人 〈多い喝8~姻湿)

径痩~がきに住所長色 〈返信悶

にも)， lf;1I! ・"醤号を・いで

2月10臼までに必着で ..・滴鍵
.織自E企画'"事課 〈〒悶1在京五
了白 2 071-3∞IIへ.伝.
'00臥無料昼食隠周窟レます

@ 

-コース

-と

-定 a
-・凡益.

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

シ
ド
セ
ン
タ-s町三
一

品

'
P2
3

ー

;
1
2

i
jと

-
e
1H
n
H
S
S
H
U
U
の

毎
月

T
4品
u-a

21ス
u
l時
V
3
4崎直
子
、

afzs時
T
A

:
2
24
R
V
 

費
問
縄
才
内

v

・ιa写

ωが
き

hh住
司

氏

延

年
筒、

電
訴
・
外
、

・

-m-畏栂
希
明

日

コ

exSい
て

量

得
明
日
の

T
H前
掌
で
に

Ne"

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
.
，
-v

タ
ヌ

t
'
H
u
z
 

m-繍織
舎
@
定
剛
泊
罰
金

と
・
7
B
M
"
"
"守
後
2

T
4
E
F
t
 

-:-i 

d
vg
'
f
 

ル
ス
〔
A

ヲ
グ
孟
ル
v

、

e'

v-'
l
Z
内

h
y
z

バ

ν〕

uuE

V
λ
場
面
R

?
園

内

マ
問
い

合
わ
雷

同
也
会
【

'a・29

4'】ヘ
.

青
少
年
児
・
盆
鱈

'
・
・
*
延
町
ニ
。
。

守

E
'
n
ヲ
。

3
ヲ

z
i
s
T
 

2
M
E
i
n
-
Hの
量

白書

8
:
;

i
iご2

で》
・

5
刷

マ

定
員

小僧
V

-1-e年
4Ma人

v-LE泊

ーの

MMF8H恥
仲
刊
現
民
向
?

?
1
f
 

7
品

H
i
--

z
h
tも
場
合
品
司

女
性
坤
雌
フ
方

1
-ラ
ム

と

8

2
n

‘u凶開
k
r

・-

E
T
3崎
V
L
E
Z
生

駒
市
中
央
ハ
良
雪
量
生駒

駅
野
組
問

S
O
T

‘ST
S

o
i
l
v
Z
l

，. 

師

{「
W
E

z

-

-
と

t
i
t
z
f
z
 

定
員

;
醐
人

v・
し
E
e
ゐ

日
E
時

2

5

sqtv
鶴、

τ、
-n鑓
H
a

で
応

-m
・
人
"
'
・

幸
岨
包

人
際
町

宮

@
1
1
0
1】ヘ
・

‘ub
M

・

.，SS
高

a--大学公
開
鵬
盛

と
さ

2
月
初
日
刷
今
後
1

時

V
6
3時

E
-
z
a

新
公
会
電
〔
穆
日
am町一
】

マ

?
?
E
z
tと

い
う
ζ
と
』
噂
別
づ
蝕

さ
ん

再
確
》

02
2信

i
i
 

人
掛
人
マ
・
し
過
み
依
僅

U
M
I
t
t
a
 

i
i
 

.松am織
温
色
ン
，

《平
副

α高町

Z
i
-
-

へ• 県
毛
盟
軍
フ
ェ
ア

1

と

@
7
n
u
n刷
、
初
日

"
作
前
同
時
im年
後
g
時

内
V

;
i
j
 

T
U
I
Z
E川宮

町

J
R館
"
鍬
血
阿
川
町
守
車

す
ぐ
》
マ
幽
-
m
肉
容
で
仁
皮

i
t
品、

i

j
〈
担

忌

官

官

の
島

小
z

・
北

V
問
い
合
わ
ぜ
r

鳳

商
工

-aR
e
MUll
o
l
〕へ
・

予防11...ζu
.予事・USI、省〈

成

人

病

教

室

S
と
こ
る

2

川日

T
S公
民
館
、

2
AH

ω・
伏
院
公
民
館
a

院
内
闘

u
q

?
?
4
マ

g
a

・
『

16う症
に
つ
い
て
』

角
ゐ
シ
ヲ
ム
金
多
《
と
る
食

器‘

2
『:
;
&

f
i
i
i
 

偽

M
U筏
舗
人
マ
・

ιa克マ

Ej
;ー

、.

? 



l 市役所時IUII代 瑚一丁目iTM?i'開叶

-Z
E
S
T
AS
 

E
t
!
2
 

2
月
1
日
以
慢
の
転
入
荷

そ

の
他
の
惨
事
院
か

2
4

4
R
信
A

伊
良
場
、

-
内
容

易

体

計
測
1

運
動
先

遣
の
限
緩

問

診

a
阿
見
栄

設
備
轡

-
日
程

〈

E
E
-
-ン
タ

I
V
2

月
刊

U

U

H
げ

臼

陥

H

m
ロ
M
H

八西宮
E
fタ
l
〔智

英
&
7
民
-

u

e
@
5
9
1

1V
Y
A
B
 

寄

付

日

両

会

場

t

S
F
f
 

-m
E
E
E
E
-

-
ン
タ

l
へ
・

-mGヵ
月
児
櫨
康

E
着

経
織
婦
鍋
料
値
惨
も

-2

2
2THt
 

i
l
i
-

-
-
E旨
転

入

賞

そ

の
仰
の
事
情
で
掛
か
む
い
人
M

E
品
、

-
肉

容

身

体
計

m-
内
科
診

療

機

"
amg
口

W
‘
岡
敬
術

温
、
保
健
揃
縛

-
日
程

八
市
役
所

Eセ
ン
タ
ー

Y

品
目
官
官

〈

E
i
f
--

日
V
V
2
n
e
H

寄
付
げ
ほ
肉
会
場
と
も
午

後
l
崎

V
S
2時
下

・臣
官
杯
E
警
も
M

F
2
L
1・

-
問
い
合
わ
ぜ

E
i

セ
ン
タ
J

ヘ@

，智

坦

教

と
き

2
H
4
U
例
午
前
凶

時
iy
正
午
マ
と
こ
ろ

市
役

i
:ー
E
lマ

費

Li
-
-必

尽
き
ゐ
に

U
る
人
の
た
め
に

l

マ
E

Z花

kzs

② 

フ

E留~=j詰E幸司
必ず受診Lましょ

受診は無料
室

3慢
の

1
i

マ
定
員

M
Z

幅
制
人

マ
由
申
し

込
み

2
2
E民

E
年
前

g
;

!
;
い
て

ー
月

5
1に
番

で

Z

E--タl
へ・

多
い
崎

日

鏑

唱

お

イ

繍
同
仰
の
受

m
E
F
Eぃ。

幼
児
の
晦
科
検
惨
と

む
し
箇
予
防
教
室

i
l
l
-

m時
1
正
智
⑨
午
後

1
u草

{

3

草

Z-』ろ
古

保

附叫剛山めざ刊叫民検診(後期分)柑の酬で実

施され奮す. 酬は醐村闘でま時制叫 Ui~て . '. 
'"【!分の凶 1食'叫んはのI:Nc，lflC-度の脚"必ず受
"乏し山判さんの家t吐 く怠で U げ y 仰 酬します

ので、醐叫しく出ぃ.v"げ岨彫はボタン惜"のない
観主~r..; t\'た..で受け bれます固受けりれるのは".以上の人

(円高腕、輔省側品川.り1医す.受酬は酬

です.惜の地院"次.，で舗織します

〈わしれ岬 種粛衛生健~

z
i
2理とそ

の
際
議
蒋
得
。
凶
拘
凶
マ
肉
M

・

1
i
:
i
 

z
zしま
は

が

き

に

2
、量

p
i

f
q
E午
後

高

金曲折いて
1
月
初
日
か
り
出

日
ま
で
に
・
-
R
保
健
所
A

〒
醐

丙
本
辻

一
の
内

γ円
六

包

@
6
1
7
1
v
ヘ・

4
ヵ
月
児
園
理
直
昭
お
奮

-ω
刈・厚

生
後
4
角
川
の

T

・2
2
2
問
診
、

R
S
2
1
 

f
i
z
z
-

胞
困
層
に
つ
い
て
の

mmmと
検
定問

径
の
交
付

-
E
U恒

i
i
 

E
@
8
1
7
1
v
Vね
月
滞
1

2

3

5
火
暗
U
午
前
9
崎

、
同
時
に

E同
所
へ
・

八百童
保
?

?

育

実
今
丘
二

一r
u
E
@
E
9
1

1
v
V毎
H
'
m
-

2

3

4
月
曜
U
午
前
9
附

s
m
un-

M

作
日
丙
f
d
u地
以
話
伍
抑
制
剖
人
1

・9幼
子
約
が
必
安
ゆ

8 

員
康

善

-ω
羽
象

昭
和
位
年
9
M
2
日

占
E
T計
四
生
ま
れ

の
子
ハ

z
a
6カ
月
時
に
個
人

組
知
lb
g
e'
)

T
-
5
2保
健

扇

面

i
v
 

-
内

g
a聴
覚
悶
齢

身
体

a
E、豊
富

、
内

伺
診
察

内
見
術
省

-R
g
j
 

ハ
g
o
-
-
7
1
v
ヘ・

匂3
刷

明
新
郎

‘訓
練
式
会
栓


	平和モニュメントのデザイン決まる　設置費は市民から浄財を募る
	奈良大和、平和の心を表現　「合掌～大和・ひより～」（仮題）
	12月定例市議会　35案件を審議し、12月16日閉会
	ひとり暮らし老人のための　緊急通報システム
	競争入札指名願い（平成4年度）　受付期間は2月15日～29日
	善意銀行
	奈良市職員募集　受験申し込みは24日まで
	生ごみたい肥化容器家庭用簡易焼却炉の購入に助成
	地域での資源回収に助成金
	交通安全ポスターデザインを募集
	第10回記念市展「なら」　出品作品を募集
	市水道給水工事公認業者の新規申請を
	確定申告説明会
	住宅用地異動と償却資産の申告を
	公民館
	史跡文化センター催し案内　（角笛シルエット劇場 ）
	催し・教室
	リサイクルツアー
	健康
	結核住民検診　受診は無料

